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For further information about this report, please

contact:

Chisa Ogura

cogura@promarconsulting.com
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	4部は「インドネシアの農林水産業の現状及び農業政策」として、食料自給政策を推進するインドネシア政府の農業政策の現状についてとりまとめる。インドネシアは2007年にコメ自給を達成したとしているものの、備蓄維持を目的として2011年にも200万トンを輸入しており、コメ増産が引き続き重要課題である。さらに食生活の多様化により小麦・小麦粉や飼料・油脂原料となるトウモロコシ・大豆の確保も必要不可欠となってきた。インドネシア政府は2012年に新食料法を公布し、主要5品目（コメ、トウモロコシ、牛肉、砂糖、大豆）...

